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　　体脂肪比率と身体部位別脂肪量との関係
名古屋文理短大　○鈴木真由子　江上　いすず 長谷川　昇

＜目的＞　一般的に、肥満による皮脂厚の増加率は体の部位によって異なり、下腹部が一
番大きく次いで、上腕後部、胸部、背部、腹部などであり、これらの部位は、体密度との

相関が高いとされている。しかし、それぞれの部位における脂肪の増加が、体脂肪比率の
増加と相関が認められるかどうかは明確にされていない。そこで本研究では、いくつかの

身体部位における、近赤外線のスペクトル値（「近赤外分光法」沢井ら、体力科学Vol.3
9 155 1990）と体脂肪比率との関係を調べ、増加のしかたがー定かどうかを明らかにしよ

うとした。

＜方法＞　被験者は、名古屋市内の短期大学に在学中の女子学生を中心とした。体脂肪比
率の推定と、身体各部位の、近赤外線のスペクトル値（脂肪吸収帯付近）の測定は、フィ

ットネス・アナライザー（ケット科学研究所製）を用いて、すべて同一人物が実施した。

測定部位は、下顎、上腕（二等筋頂点・後部）、肩月甲骨、腹部、下腹部、脇腹、脹ら脛
　（前後）、大腿部（前後）とした。

＜結果＞　体脂肪比率と身体部位別脂肪量との関係は、２つのグループに大別できた。１
つは、下顎、上腕（二等筋頂点）、脹ら脛（後部）などのように、体脂肪比率が増すとと

もに有意にスペクトル値が低下する、すなわち脂肪が増えていく部位のグループ、もう１

つは、体脂肪比率とスペクトル値の間に相関がみられない、もしくは弱い部位のグループ
であった。
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　　【目的】　ラットの尾部懸垂は、後肢の廃用性筋・骨萎縮引き起こす。一方、尾部懸垂

は慢性のストレス負荷を引き起こすと考えられる。従って、尾部懸垂によってもたらされ

る骨萎縮とストレス反応が加齢によりどの様に変化するかを検討した。

　　【方法】　5週齢(若年)及び18ヵ月齢(老齢)ウイスター系雄ラット12匹を非懸垂群

と尾部懸垂群の2群に分け、７日間飼育した。懸垂終了後、副腎、胸腺、鮮筋、勝腹筋と大

腿骨重量を測定した。大腿骨中のｱﾙｶﾘﾎｽﾌｧﾀｰｾﾞ(ＡＬＰ)活性及びﾊｲﾄﾞﾛｷｼﾌﾟﾛﾘﾝ(b-HP)量を測
定した。予備飼育ならびに懸垂期間を通して、M時間尿を採取し、ﾋﾞﾘｼﾉIﾝ(ｕ-Ｐy)、ﾊｲﾄﾞﾛｷ

ｼﾌﾟﾛﾘﾝ(ｕ-ＨＰ)、ｺﾙﾁｺｽﾃﾛﾝの測定に供した。

　　【結果】　若齢ラットでは尾部懸垂により後肢筋、大腿骨の萎縮、大腿骨中ＡＬＰの低下、
b-HPの低下を認めたが、u-Pyは懸垂により増加した。老齢ラットでは後肢筋の萎縮は認め

られるものの大腿骨の萎縮は認められなかった。 ＡＬＰは非懸垂群も低値を示し、懸垂によ

る低下は示さなかった。又、u-Py、u-HP排泄量も若齢ラットに比し低値を示し、老齢ラッ

トでの骨代謝回転の低下が示唆された。尿中へのｺﾙﾁｺｽﾃﾛﾝの24時間排泄量は5週齢ラット
では、懸垂負荷前の87±13ng/daYに比し、懸垂1、3日後には有意の増加を示した。一方、

18ヵ月齢ラットでは、懸垂負荷前が、1457±191 ng/dayと著しい高値を示した。しかしな
がら、懸垂負荷によるｺﾙﾁｺｽﾃﾛﾝの排泄量の増加は認められず、両群とも高値を持続した。

以上の結果は、加齢により視床下部一下垂体一副腎皮質調節系に著しい変化が起こること
を示唆し、この変化が廃用性筋・骨萎縮の進展に関わっている可能性が示唆された。
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